
大谷籌子

九條武子

甲斐和里子

京都女子高等専門
学校の設立
1920年

初の仏教系女子
高等教育機関設立

●大谷壽子
「男尊女卑は仏教の思想のやうに
誤られてゐるが釈尊は決して男女
に尊卑の差を置いてゐられない。
仏陀は・・・男女平等機会均等に扱
はれたことは否定し得ない事実で
ある。男性は婦人を或いは人形視
し或いは奴隷視してすべての自由
を束縛して来たがこれは時代を解
しない人達の誤った考へからであ
る。然しかやうな誤った婦人観の
生れるのも一面婦人自身に欠点
のあることは引込主義で男性の横
暴を甘受してゐることにも起因す
る」（1925年『婦人』）

１）学園設立に尽力した3人の女性
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1911年大谷籌子28歳で逝去

1912年、武子は各地の仏教婦人

会幹部に｢女子大学設立趣意書｣

を発表した。

30万人をこえる会員を動員する

女子大学設立運動を展開。

文部省に大学設置認可を申請す

るも認可されず、1920年京都女

子高等専門学校としてスタート

する。

女子大学設立への動き（１９１２年）
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教育理念「ジェンダー平等の実現に貢献する女性の養成」



２．日本のジェンダー格差の現状

1１８位

■ジェンダーギャップ指数

Gender Gap Index（GGI）
経済分野、教育分野、政治分野、保健分野における男女格差

実施：世界経済フォーラム

2015年 第106位（145ヶ国中）

2021年 第120位（156ヶ国中）

2023年 第125位（146ヶ国中）

2024年 第118位（146ヶ国中）

2024年 2023年 2021年 2011年

■健康領域 58位 59位 65位 1位

■教育領域 72位 47位 92位 80位

■経済領域 120位 123位 117位 100位

■政治領域 113位 138位 147位 101位

ジェンダーギャップ指数

東アジア・太平洋州で

最下位



 性(Sex)：生まれながらの身体の性

男女間の生物学的・解剖学的性差

 ジェンダー(Gender)：社会の中でつくら
れた（習得する）性

男女間の心理的、社会的、文化的性差

社会や時代によって変化する。

 セクシャリティ：

個人の性自認の意識 LGBTQ
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「ジェンダー
Gender」概念







ひとり親家庭の主要
統計データ（抜粋）
（資料：令和3年度全国ひとり親世帯等調査の概
要）

◆ひとり親になる前の非就業率

母子世帯 20.1％

父子世帯 4.8％

◆就業状況：非正規雇用率

 母子世帯 38.8％

 父子世帯 4.9％

◆平均年間収入

母子世帯 272万円

父子世帯 518万円

母子世帯 父子世帯

119.5万世帯 14.9万世帯

20.1% 4.8%

就業状況 正規雇用 48.8% 69.9%

自営業 5.0% 14.8%

非正規雇用 38.8% 4.9%

272万円 518万円

世帯数

平均年間収入

ひとり親の前の非就業率



文化に内包されたジェンダー：「女ことば」「男ことば」

 人称名詞 「私」＝I、je、ich

 女性：わたし、あたし、うち

 男性：私、僕、俺、手前、小生、吾輩、拙者、あっし・・・

 「女ことば」の制約

 男性：「やめろ！」「おまえ、これやれ！」「君、〇〇をやりたまえ」

 女性：「やめて（ちょうだい）！」「あなた、これやって」

「＊＊さん、〇〇をやっていただけますか」



京女SPIRITS

 京都女子大学は、「期待し、チャンスを提供し、鍛えます」

 多様な体験は、自信を培い、自己肯定感を高めます。ジェンダー規範を乗
り越え、社会で自分らしく行動する力を養います。

 しっかりと勉学に励みましょう。大学は「知のワンダーランド」です。

 大谷籌子の女子大学設立の熱情とチャレンジ精神

チャレンジする勇気と知性

「京女Spirits （スピリッツ）」


